
株式会社日本Ｍ＆Ａセンター

自　2025年4月1日 

至　2026年3月31日



負債の部
科  目

【流動負債】
買掛金
関係会社債務
未払法人税等
未払消費税
賞与引当金
役員賞与引当金
未払金
未払給与
ｶｰﾄﾞ未払金
預り金
契約負債
仮受金
流動負債合計
負債合計

金  額

704,927
435,919

3,498,907
872,676
322,553

9,449
553,867

2,277,394
76,098

144,155
131,984

2,000
9,029,934
9,029,934

純資産の部
科  目

【株主資本】
資本金

【利益剰余金】
利益準備金
(その他利益剰余金)
繰越利益剰余金
利益剰余金合計

株主資本合計
【評価・換算差額等】

有価証券評価差額金

純資産合計
負債純資産合計

金  額

100,000

25,000
26,273,226 )(
26,273,226
26,298,226
26,398,226

549,984】【
549,984】【
549,984

26,948,211
35,978,146

科  目
資産の部

【流動資産】
現金
普通預金
定期預金
売掛金
関係会社債権
貯蔵品
前払金
前払費用
立替金
未収入金
未収収益
立替金(人事)
仮払金
流動資産合計

【固定資産】
(有形固定資産)
建物
建物付属設備
車両運搬具
工具器具備品
その他固定資産
土地
建設仮勘定
減価償却累計額
有形固定資産合計

(無形固定資産)
借地権
電話加入権
ソフトウェア
ソフトウェア仮勘定
ｿﾌﾄｳｪｱ償却費累計額
営業権
無形固定資産合計

(投資その他の資産)
投資有価証券
保証金
長期前払費用
関係会社長期債権
出資金
その他の会員権
繰延税金資産
金銭の信託
投資その他の資産合計

固定資産合計
資産合計

金  額

321
16,518,275

500,213
424,634
410,543
84,856
56,002

702,899
119
850

15,141
2,464
1,056

18,717,379

71,139
645,565
33,503

584,448
14,716
8,916

32,340
△901,222

489,406

889
471

204,002
37,496

△150,088
5,178

97,951

11,460,462
3,564,858

4,378
71,621
10,000
1,000

561,088
1,000,000

16,673,408
17,260,766
35,978,146

(単位：千円)

貸 借 対 照 表

株式会社日本Ｍ＆Ａセンター

2026年  3月 31日 現在
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計算書類



科     目
【売上高】

Ｍ＆Ａ売上高
会計事務所売上高
金融M&A研究会売上高
雑品等売上高
TPM売上高
関係会社売上高
売上高合計

【売上原価】
Ｍ＆Ａ売上原価
会計事務所売上原価
金融研究会原価
旅費交通費
関係会社売上原価
給与手当
賞与
賞与引当金繰入
退職給付費用
法定福利費
TPM売上原価

売上総利益
【販売費及び一般管理費】

営業利益
【営業外収益】

受取利息
受取配当金
有価証券利息
関係会社営業外収益
為替差益
雑収入
営業外収益合計

【営業外費用】
支払利息割引料
投資事業組合運用損
為替差損
営業外費用合計
経常利益

【特別利益】
投資有価証券売却益
特別利益合計

【特別損失】
固定資産除却損
特別損失合計
税引前当期純利益
法人税等合計

法人税住民税事業税
法人税等調整額

当期純利益

額金

47,586,685
354,889
16,022

217,850
564,305
15,394

48,755,148

6,501,136
138,737
68,427

1,298,933
1,486,881
8,723,115

382,322
234,333
62,084

843,476
19,794,56455,116
28,960,583
10,631,973
18,328,610

30,784
53,011
49,894
1,176
4,375
6,472

145,716

1
△65,505

15,451
△50,052

18,524,378

15,781
15,781

36,321
36,321

18,503,839
0

6,389,019
△151,070

12,265,889

(単位：千円)

損 益 計 算 書

株式会社日本Ｍ＆Ａセンター

自 2025年  4月  1日  至 2026年  3月 31日
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個別注記表 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(重要な会計方針に係る事項に関する注記) 

１. 有価証券の評価基準及び評価方法 

①満期保有目的の債券…………………………定額法による償却原価法によっております。 

②その他有価証券 

(1)市場価格のない株式等以外のもの………決算日に市場価格等に基づく時価法(評価差

額は全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定)によっており

ます。 

(2)市場価格のない株式等……………………主として移動平均法による原価法によってお

ります。 

(3)投資事業有限責任組合への出資 

(金融商品取引法第２条第２項により 

有価証券とみなされるもの) ………組合契約に規定される決算報告日に応じて

入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分

相当額を純額で取り込む方法によっており

ます。 

 

２. 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産…………………………定率法によっております。但し、1998 年４月以降に取得

した建物(建物附属設備は除く)並びに 2016 年４月１日

以降に取得した建物附属設備については、定額法を採

用しております。（主な耐用年数 建物 27 年～36 年、

その他 2 年～18 年） 

 

無形固定資産 

ソフトウエア（自社利用）……………社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法

を採用しております。 

 

長期前払費用…………………………定額法を採用しております。 

 

３. 引当金の計上基準 

賞 与 引 当 金………………従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込み額のうち
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当期に負担すべき額を計上しております。 

役 員 賞 与 引 当 金………役員に対して支給する賞与の支出に備えるため、当会計

年度末における支給見込額に基づき、計上しております。 

 

４. 収益及び費用の計上基準 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下「収益認識会

計基準」という）等を適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。 

企業の主要な事業における主な履行義務の内容及び企業が当該履行義務を充足する通常

の時点（収益を認識する通常の時点）については、収益認識に関する注記に記載のとおりであ

ります。 

 

５. のれんの償却方法及び償却期間 

のれんは、７年間で均等償却しております。 

 

 

 

(貸借対照表に関する注記) 

１．関係会社に対する短期金銭債権     410 百万円 

２．関係会社に対する長期金銭債権       71 百万円 

３．関係会社に対する短期金銭債務     435 百万円 

４．有形固定資産の減価償却累計額    901 百万円 

 

(損益計算書に関する注記) 

関係会社との取引高 

営業取引 

売上高       15 百万円 

売上原価    1,486 百万円 

 営業取引以外の取引 

  販管費      1,228 百万円 

  営業外収益      1 百万円 

 

(株主資本等変動計算書に関する注記) 

１．当事業年度末日における発行済株式の数     普通株式 10,000 株 

２．当事業年度末尾における自己株式の数 

  該当事項ありません。 
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３．当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項 

次のとおり配当金支払をしております。 
決議 株式の 

種類 

配当の原資 配当金の総額 

(百万円) 

１株当たり 

配当額 

基準日 効力発生日 

2025 年６月５日 

定時株主総会 

普通 

株式 

利益剰余金 7,250 

 

725,000 円 00 銭 2025 年 

３月 31 日 

2025 年 

６月６日 

2025 年 11 月 12 日 

取締役会 

普通株式 利益剰余金 5,250 525,000 円 00 銭 2025 年 

９月 30 日 

2025 年 

11 月 13 日 

 

 

４．当事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項 

 次のとおり決議を予定しております。 

 

決議 株式の 

種類 

配当の原資 配当金の総額 

(百万円) 

１株当たり 

配当額 

基準日 効力発生日 

2026 年６月４日 

定時株主総会(予定) 

普通 

株式 

利益剰余金 5,100 

 

510,000 円 00 銭 2026 年 

３月 31 日 

2026 年 

６月５日 

 

(税効果会計の注記) 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

(繰延税金資産) 

未払事業税 348 百万円 

賞与引当金繰入超過額 114 百万円 

損金算入未払給与           267 百万円 

その他             131 百万円 

繰延税金資産合計 862 百万円 

(繰延税金負債) 

その他有価証券評価差額金 301 百万円 

繰延税金負債合計 301 百万円 

繰延税金資産の純額 561 百万円 

 

 

（金融商品に関する注記） 

１． 金融商品の状況に関する事項 

当社は、一時的な余資は主に預金を中心に安全性の高い金融資産で運用し、デリバティブ等

投機的な取引は行わない方針であります。売掛金及び買掛金は、通常の活動に伴い生じたもの

であり、そのほとんどが１ヶ月以内に決済されるものであります。投資有価証券は、株式、投資信

託、債券及び組合等への出資金であり、株式、投資信託及び債券については定期的に時価を把

握しております。組合等への出資金には市場価格等はありませんが、組合等の決算書を定期的

に入手することで組合等の財務状況を把握しております。 

不動産賃借等物件に係る保証金は、差入先、預託先の信用リスクに晒されており、主要な取引
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先の状況を定期的にモニタリングし、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を

図っております。未払法人税等は、法人税、住民税及び事業税に係る債務であり、全て１年以内

に納付期日が到来いたします。 

 

２． 金融商品の時価等に関する事項  

2026 年３月 31 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり

であります。なお、市場価格のない株式及び組合等への出資金は、次表に含めておりません（(注

１)を参照ください。）。また、現金は注記を省略しており、預金、売掛金、買掛金、未払費用、未払

法人税等はすべて短期間で決済されるため、時価が帳簿価額と近似することから、注記を省略し

ております。  

（単位：百万円） 

 貸借対照表計上額 時価 差額 

投資有価証券    

① 満期保有目的の債券 5,028 4,802 △225 

② その他有価証券 1,570 1,570 － 

保証金 3,564 2,980 △584 

資産計 10,163 9,353 △810 

 

(注１)市場価格のない株式等及び組合等への出資金 

(単位：百万円)  

区分 貸借対照表計上額 

非上場株式 2,210 

組合等への出資金 2,650 

組合等への出資金は、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第 31 号 2021 年６月 17 日。）第 24-16 項の取扱いを適用し、「投資有価証券」には含めておりま

せん。 

 

 (注２)金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額 

(単位：百万円) 

 １年内 １年超５年内 ５年超 10 年内 10 年超 

預金 17,018 － － － 

売掛金 424 － － － 

関係会社債権 410 － － － 

投資有価証券 － － － － 

満期保有目的の債券（社債等） － 4,000 1,000 － 

保証金  986   
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合計 17,853 4,986 1,000 － 

※償還期日が確定していないものについては、償還予定額に含めておりません。 

 

３． 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下 

の３つのレベルに分類しております。 

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定し

た時価 

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算

定した時価 

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価  

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプッ

トがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分

類しております。 

 

(1)時価をもって貸借対照表額とする金融資産 

 （単位：百万円） 

区分 時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券 

その他有価証券 

株式 

 

 

1,313 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

1,313 

資産計 1,313 － － 1,313 

 (注１) 「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号 2021

年６月 17 日。）第 24－３項の取扱いを適用した投資信託は上表には含まれておりません。当該

投資信託の貸借対照表計上額は 257 百万円となります。 

(注２)時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

  投資有価証券 

   上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されて

いるため、レベル１の時価に分類しております。 

 

(2)時価をもって貸借対照表額としない金融資産 

（単位：百万円）  

区分 時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券     
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満期保有目的の債券 

社債 

 

－ 

 

4,802 

 

－ 

 

4,802 

保証金 － 2,980 － 2,980 

資産計 － 7,782 － 7,782 

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

投資有価証券 

社債は相場価格を用いて評価しております。当社が保有している社債は、市場での取引頻

度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に

分類しております。 

保証金 

 保証金はレベル２に分類し、将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指標で割り引い

た現在価値により算定しております。 

 

（関連当事者との取引に関する注記） 

親会社及び関連会社等 

会社等の名称 議決権等の所

有(被所有)割

合(％) 

関連当事

者との関係 

科目 期末残高 

(百万円) 

株式会社日本Ｍ

＆Ａセンターホー

ルディングス 

(100) 親会社 関係会社債権 19 

関係会社債務 187 

株式会社経営プラ

ンニング研究所 

－ 兄弟会社 関係会社債権 308 

株式会社企業評

価総合研究所 

－ 兄弟会社 関係会社債権 28 

関係会社長期債権 71 

関係会社債務 68 

株式会社日本ＰＭ

Ｉコンサルティング 

－ 兄弟会社 関係会社債権 14 

株式会社スピア － 兄弟会社 関係会社債権 0 

関係会社債務 5 

株式会社 ZUUM-

A 

－ 兄弟会社 関係会社債権 0 

株式会社日本ＤＸ

人材センター 

－ 兄弟会社 関係会社債権 2 

関係会社債務 6 

株式会社 － 兄弟会社 関係会社債権 4 
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AtoGCapital 

株式会社日本サ

ーチファンド 

－ 兄弟会社 関係会社債権 4 

株式会社 J-

Capital 

 兄弟会社 関係会社債権 0 

Nihon M&A 

Center Vietnam 

Co., Ltd 

－ 兄弟会社 関係会社債権 15 

関係会社債務 37 

Nihon M&A 

Center Singapore 

Pte Ltd 

－ 兄弟会社 関係会社債権 5 

関係会社債務 33 

NIHON M&A 

CENTER 

MALAYSIA SDN 

BHD 

－ 兄弟会社 関係会社債権 1 

関係会社債務 95 

Nihon M&A 

Center 

 （Thailand） 

Co．， Ltd． 

－ 兄弟会社 関係会社債権 0 

関係会社債務 0 

PT Nihon Mergers 

And Acquisitions 

Center Indonesia 

－ 兄弟会社 関係会社債権 3 

関係会社債務 0 

 

(収益認識に関する注記) 

１． 顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

 (単位：百万円) 

 当事業年度 

(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日) 

提携仲介契約締結時報酬 3,949 

業務中間報酬 4,888 

成功報酬 38,256 

その他Ｍ＆Ａコンサルティング報酬 492 

その他 1,168 

合計 48,755 

 

２． 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 
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当社における主な顧客との契約から生じる収益の内容は以下のとおりであります。 

Ｍ＆Ａ仲介事業の各サービスの主な収益は、譲渡企業関連報酬として企業評価料、案件化

料、譲受企業関連報酬として情報提供料、業務中間報酬、譲渡・譲受企業双方に関連する報

酬として成功報酬があります。 

譲渡企業関連報酬の内、企業評価料は、企業評価参考資料の作成・顧客への提供時、案件

化料は、概要書の作成・顧客への提供時に収益を認識しております。また、譲受企業関連報酬

の内、情報提供料は、顧客への情報提供時、業務中間報酬は、譲渡企業と譲受企業の基本合

意書等の締結時に収益を認識しております。成功報酬については、譲渡企業・譲受企業共 

に、株式譲渡契約等の最終契約の締結後、当該Ｍ＆Ａ取引の実現が確実であると客観的に判

断した時に収益を認識しております。 

なお、当社の取引に関する支払条件は、通常短期のうちに支払期日が到来し、契約に重要

な金融要素は含まれておりません。 

３． 当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報 

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

当社の契約資産と顧客との契約から生じた債権のそれぞれについて、他の資産と区分し

ております。顧客との契約から生じた債権については適切な科目として売掛金で貸借対照表

に表示しております。また、契約負債もその他の負債と区分して、適切な科目として契約負債

で貸借対照表に表示しております。したがいまして、契約資産及び契約負債の残高等の記載

を省略しております。 

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間が

１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。また、

顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。 

(１株当たり情報に関する注記) 

１株当たり純資産額  2,694,821 円 14 銭 

１株当たり当期純利益 1,226,588 円 95 銭 

(重要な後発事象に関する注記) 

該当事項はありません。 

(その他の注記) 

（金額の表示単位の変更） 

当事業年度より金額の表示単位を千円単位から百万円単位に変更しております。 
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